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学校名 

 

行橋市立行橋中学校 

 

 

報告者 

 

古森 亮太 

（連絡先 TEL： 0930-22-1666 ） 

 

寄贈品 

・４Kディスプレイ型電子黒板 

・ディスプレイスタンド 

・棚板（ディスプレイスタンド用） 

活用状況   

（使用者、使用内

容、使用頻度等） 

◎使用者 

 理科担当教員 

◎使用内容 

 ・教材の掲示 

 ・生徒の学習プリントの掲示 

 ・動画資料の視聴 

◎使用頻度 

 ・週３～４回（計画されている授業中）×クラス数 

申請当初の 

目的達成状況 
◎70％程度 

教育的効果につい

て所見等 

◎教材や生徒の考え等をリアルタイムで掲示できる。 

◎掲示したものに、直接書き込むことができるため、子どもたちの思考を 

視覚化させることができる。 

 

以上の２点から、今までにできなかったタイムリーな学習の手立てを打つ 

ことができるため、教育的効果が高いと考えられる。 

  

 



活用状況の写真等（当日の様子など） 

・対照実験の実験結果を共有する場面、結果から考察を思考する場面で、電子黒板に掲示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒の学習プリントを電子黒板に掲示し、生徒と交流をしながら学習を進めたときの資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全体で共有した実験結果をもとにした考察を、実際に書き込みながら説明しているようす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の活用見通し・課題 

●子どもたちが学習を進めるときの手立てとしての活用だけでなく、学習したことが生きて 

働かせられるように、子どもたちが自らの考えや意見を発表する場としての活用を目指す。 

 

磁力線を学習し

た後、どうして、N極

とS極が引き合うの

か、N極とN極、 

S極とS極が反発す

るのかという、生徒

から出たリアルな

疑問にチャレンジ。 掲示された他の生徒の考察をもとに、

自分の考察を修正しました。 


